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豊
崎
稔
教
授
略
歴

豊

崎

明
治
三
四
年
(
一
九

O
一
年
)

犬
正
一

O
年
(
一
九
一
一
一
年
)

大
正
二
二
年
(
一
九
二
四
年
)

/J 

昭
和
二
年
(
一
九
二
七
年
〕

/J 

昭
和
四
年
三
九
二
九
年
)

昭
和
六
年
(
一
九
コ
二
年
)

昭
和
七
年
三
九
三
二
年
)

昭
和
一
四
年
三
九
三
九
年
)

昭
和
一
六
年
(
一
九
四
一
年
)

昭
和
一
八
年
二
九
四
三
年
)

昭
和
一
九
年
三
九
四
四
年
〕

昭
和
二

O
年
二
九
四
五
年
〉

" 

稔

第
九
十
四
巻

四

第
五
号

教

授

略

歴

一
月
二
八
日

月月
四
月月月

四
月月月

九
月

九
月月月

ノ、
月月

徳
島
県
に
生
れ
る

徳
島
県
立
徳
島
中
学
校
卒
業

山
口
高
等
商
業
学
校
卒
業

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
入
学

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
卒
業

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
助
手

大
阪
商
科
大
学
助
手

大
阪
商
科
大
学
講
師

大
阪
商
科
大
学
助
教
授

日
本
学
術
振
興
会
学
術
部
第
二
三
小
委
員
会
研
究
嘱
託

大
阪
商
科
大
学
教
授

大
阪
府
商
工
経
済
会
理
事
(
調
査
部
長
)

大
阪
商
科
大
学
教
授
辞
任

日
本
学
術
振
興
会
学
術
部
第
七
七
小
委
員
会
委
員

経
済
学
博
士

ノ、



昭
和
二
一
年
(
一
九
四
六
年
)

11 11 11 

昭
和
二
二
年
(
一
九
四
七
年
)

昭
和
二
一
一
年
三
九
四
八
年
)

昭
和
二
四
年
(
一
九
四
九
年
)

11 

昭
和
二
五
年
(
一
九
五

O
年
)

昭
和
二
六
年
(
一
九
五
一
年
)

11 

昭
和
二
七
年
三
九
五
二
年
)

昭
和
二
九
年
(
一
九
五
四
年
)

昭
和
三
二
年
(
一
九
五
七
年
)

昭
和
三
三
年
(
一
九
五
八
年
)

昭
和
三
四
年
(
一
九
五
九
年
〕

豊
崎
稔
教
授
略
歴

月
四
月

i¥ 
月

九
月

七
月

ノ、
月月月

九
月月月

i¥ 
月

士;
月月月

五
月

日
本
学
術
振
興
会
第
九

O
小
委
員
会
委
員

京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
講
師

大
阪
府
商
工
経
済
会
退
職

京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
教
授
(
経
済
政
策
講
座
担
任
)

内
閣
高
等
試
験
臨
時
委
員

京
都
大
学
評
議
員
(
昭
和
二
む
年
七
月
ま
で
)

京
都
大
学
経
済
学
部
長
(
昭
和
二
六
年
一
月
ま
で
)

大
蔵
省
関
税
率
審
議
会
委
員

文
部
省
学
術
奨
励
審
議
会
専
門
委
員

日
本
学
術
会
議
第
二
期
会
員

京
都
大
学
制
度
委
員
会
委
員

J

グ

ν
I
}
・
ブ
リ
テ
ソ
、
イ
タ
リ
ア
、

(
同
年

一
月
ま
で
)

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
四
ヶ
国
出
張

京
都
大
学
評
議
員
(
昭
和
三
二
年
七
月
ま
で
〉

日
本
学
術
会
議
第
四
期
会
員

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
出
張
(
同
年
五
月
ま
で
)

内
閣
税
制
調
査
会
委
員

第
九
十
四
巻

世H

第
五
号

七



豊
崎
稔
教
授
略
歴

昭
和
三
五
年
(
一
九
六

O
年
)

" 

昭
和
二
一
六
年
二
九
六
一
年
)

昭
和
三
包
年
(
一
九
六
二
年
)

If If 

昭
和
三
八
年
(
一
九
六
三
年
)

!I If 

昭
和
三
九
年
(
一
九
六
四
年
)

月
四
月月月月

。
月月月

一七
月

六
月

第
九
十
四
巻

四

四

日
本
学
術
会
議
第
五
期
会
員

外
務
省
外
務
公
務
員
採
用
上
級
試
験
委
員

法
務
省
司
法
試
験
(
第
二
次
試
験
)
考
査
委
員

京
都
大
学
大
学
院
審
議
会
審
議
員

京
都
大
学
評
議
員
(
昭
和
三
九
年
七
月
ま
で
)

第
主
号

ノL、

(
同
年

一
月
ま
で
)

セ
イ
ロ

γ
お
よ
び
タ
イ
の
各
固
な
ら
び
に

γ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
お
よ
び
香
港
へ
出
張

日
本
学
術
会
議
第
六
期
会
員

通
産
省
産
業
構
造
調
査
会
委
員

京
都
大
学
大
学
制
度
委
員
会
委
員

中
華
人
民
共
和
国
へ
出
張
(
同
年
七
月
ま
で
)



豊

干生

教

授

著

作

目

録

崎

著

書
景
気
予
測
法
研
究
景
気
研
究
法
の
批
判
的
発
展
概
説
(
大
阪
商
科

大
学
研
究
双
書
第
二
附
)
、
大
同
書
院
、
昭
和
七
年
(
一
九
三
二
)

二一

O
五
ペ
ー
ジ

景
気
論
序
説
、
高
陽
書
院
、
昭
和
一

C
年
(
一
九
三
五
)
一
六
二
ベ
!

。
/

景
気
論
(
現
代
金
融
経
済
全
書
第
三
二
巻
〕
、
改
造
社
、
昭
和
一

O
年

(
一
九
三
五
)
二
八
六
ペ
ー
ジ

経
済
統
計
の
作
り
占
と
見
方
、
高
陽
書
院
、
昭
和
一

O
年
(
九
三
五
)

二
六
六
ペ
ー
ジ

期
末
価
格
と
正
米
価
格
と
の
相
関
関
係
の
統
計
的
研
究
(
日
本
学
術
振

興
会
学
術
部
第
六
小
委
員
会
報
告
第
六
冊
)
、
日
本
学
術
振
興
会
、

昭
和
一
一
年
三
九
三
六
)
一
一
五
ペ
ー
ジ

貨
幣
的
景
気
理
論
、
甲
文
堂
書
応
、
昭
和
二
一
年
(
一
九
三
七
)
一

O

一ベ

1
ジ

同
(
増
補
版
)
、
甲
文
堂
書
広
、
昭
和
一
六
年
(
一
九
四
一
)
二
二
九

豊
崎
稔
教
授
著
作
目
録

ベ
ー
ジ

同
(
再
刊
)
、
白
鯨
書
一
一
局
、
昭
和
二
一
二
年
(
一
九
四
八
〉
一
三
一
三
ベ

l

同
(
再
刊
)
、
勤
草
書
房
、
昭
和
二
六
年
(
一
九
五
一
)
一
九
六
ベ

l

戦
争
と
物
価
(
戦
争
経
済
双
書
第
一
編
)
(
編
)
、
犬
同
書
院
、
昭
和
一

二
年
(
一
九
三
七
)
一
三
ニ
ベ
シ

戦
争
と
同
家
財
政
(
戦
争
経
許
双
書
第
二
縞
〉
(
編
)
、
大
同
書
院
、
昭

和
一
二
年
(
一
九
三
七
〉
一
四
五
ベ
ジ

戦
時
体
制
と
貿
易
統
制
(
皇
井
達
三
良
・
狭
間
源
三
共
著
!
戦
争
経
済

双
書
第
五
編
)
(
編
)
、
大
同
書
院
、
昭
和
一
一
一
一
年
(
一
九
三
入
)
一

三
一
ペ
ー
ジ

ウ
Y

ル
ナ
l

・
ゾ
ム
バ
ル
ト
、
戦
争
と
資
本
主
義
(
立
野
保
男
訳
述

i

戦
争
経
済
双
書
第
ハ
編
)
(
編
〕
、
大
同
書
院
、
昭
和
一
三
年
(
一
九

三
八
)
一
二
七
ペ
ー
ジ

日
本
経
済
と
原
料
問
題
ハ
作
尾
真
造
共
著
戦
争
経
済
双
書
第
七
制
)

(
'
編
)
、
大
同
書
院
、
昭
和
一
三
年
二
九
三
八
)
一
九
一
ペ
ー
ジ

第
九
十
四
巻

四

五

第
五
号

九



豊
崎
稔
救
援
著
作
目
録

現
代
景
気
変
動
論
(
現
代
学
芸
全
書
二
三
〕
、
三
笠
書
房
、
昭
和
一
五

年

三

九

四

O
)
二
六
三
ペ
ー
ジ

日
本
経
済
と
機
械
工
業
、
科
学
主
義
工
業
担
、
昭
和
一
五
年
(
一
九
四

。
)
二
五
一
ベ

l
ジ

日
本
機
械
工
業
の
基
礎
構
造
(
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
所
調
査
致
報

第
一
五
輯
)
、
日
本
評
論
社
、
昭
和
二
ハ
年
(
一
九
四
一
)
四
七
四

ペ
ー
ジ

同
円
改
訂
版
文
日
本
評
論
社
‘
昭
和
二
四
年
三
九
四
九
)
一
二
二
八

。
へ
!
ジ

日
本
工
業
の
課
題
ハ
新
経
済
体
制
双
書
七
三
官
山
房
、
昭
和
一
八
年

(
一
九
四
一
一
一
)
二
一
一
五
ペ
ー
ジ

経
済
学
の
国
民
的
主
体
性
、
甲
文
堂
.
昭
和
一
八
年
(
一
九
山
三
)
一

九
二
ペ
ー
ジ

片
山
内
閣
と
イ
ン
フ
レ
の
前
途
(
豊
崎
)
、
再
建
日
本
産
業
の
構
想
(
架

本
)
(
栗
本
順
三
共
著
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
双
書
一
)
、
毎
日
新
聞
社
、

昭
和
二
一
一
年
三
九
四
七
)
五
九
ペ
ー
ジ

農
村
で
業
の
進
路
(
家
の
光
士
庫
)
、
全
凶
農
業
会
家
の
光
協
会
、
昭

和
二
二
年
(
一
九
四
七
)
一
四
一
ペ
ー
ジ

イ
ン
フ
レ

V

ョ
ン
危
機
・
勤
労
階
級
、
白
鯨
書
房
、
昭
和
二
二
年

(
一
九
四
七
〕
二
五
二
ペ
ー
ジ

経
済
変
動
論
、
剤
元
社
、
昭
和
二
四
年
(
一
九
四
九
)
二
五
一
ペ
ー
ジ

ア
メ
リ
カ
景
気
の
動
向
(
編
)
、
弘
文
社
、
昭
和
二
四
年
(
一
九
四
九
〕

第
九
十
四
巻

四
u' 

凹
二
六

望
号

一五

0
ペ
ー
ジ

経
済
政
策
論
(
経
済
全
書
一
一
)
、
三
笠
置
席
、
昭
和
一
一
五
年
(
一
九

五
O
)
一
三
二
ペ
ー
ジ

ド
ッ
プ
経
済
学
解
説
(
一

t
二
巻
)
(
編
)
、
春
秩
社

一
巻
資
本
主
義
発
展
の
研
究
、
昭
和
二
七
年
(
一
九
五
二
」
一
九

八

ベ

ジ

二
巻
経
済
学
と
資
本
主
義
、
昭
和
二
七
年
(
一
九
五
二
)
一
九
四

へ
1
ジ

独
占
(
経
済
学
新
大
系
第
二
巻
)
(
制
)
、
何
出
書
房
、
昭
和
二
七
年

一
、
一
九
五
一
一
)
二
三
八
ペ
ー
ジ

独
占
企
業
論
(
中
村
忠
一
共
著
|
経
営
経
済
学
大
系
九
三
三
笠
書
房

昭
布
二
八
年
(
一
九
五
三
)
二
五

O
へ
l
シ

現
代
資
本
主
義
講
座
(
全
七
巻
)
(
制
)
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和

三
三
年
(
一
九
五
八
)

経
済
成
長
と
構
造
|
米
ソ
経
済
比
較
論
(
嗣
)
、
法
律
文
化
社
、
昭

和
三
八
年
三
九
六
三
)
四
一
二
八
ベ

I
シ

経
済
政
策
講
座
(
全
四
巻
)
(
監
修
)
、
有
斐
閥
、
昭
和
三
九
年
(
一
九

六
四
)

翻
訳
書

エ
フ
・
ア
・
ハ
イ
エ
ク
、
貨
幣
と
景
気
変
動
、
高
陽
書
院
、
昭
和
九

年
(
一
九
三
回
)
一
九
二
ペ
ー
ジ
(
司
-
〉
〈
民
主
。
F
』

u
高
丘
町
三
五



』

USC弘
S~江主一
F
4
M
O
P
H
U
S〉

デ
ィ
・
ユ
イ
チ
-
ロ
ハ
ト
ツ
ン
、
貨
幣
政
策
と
物
価
景
気
変
動

論
ー
、
大
同
書
院
、
昭
和
一
一
年
(
一
九
三
六
)
一
豆
七
ペ
ー
ジ

(
ロ
回
目
。

σ
2け
ω
o
p
国
お
尋
言
句
旬
。
目
前
の
い
て
お
亘
ご
言
句

Z
E
h
E
a切

HLCロ
ハ

HOロ
】
日
出
回
目
)

ク
ヌ
ト
・
ヴ
ィ
ク
セ
ル
、
金
利
と
物
価
貨
幣
の
交
換
価
値
決
定
原

肉
に
就
て
の
研
究
|
、
高
陽
書
院
、
昭
和
一
二
年
(
一
九
一
一
一
七
)
二

四
三
ペ
ー
ジ
ニ
ロ
問

44MOEO-r
町
民
号
柿
E
さ
E
C
b
E
4
5
F

s
s
h
M
E
K
S
&官
、
円
。
ぬ
骨
造
吋
QEhwwgミ
叫
号
h
日

Eh出

E~vRaN喜
l

王
室
hps
司
書
号
E
F
-
oロm
r
H
∞
申
恒
)

エ

フ

ア

ハ

f
ヱ
グ
、
価
格
と
生
産
、
高
陽
書
院
、
昭
和
一
四
年

(
一
九
三
九
)
一
九
二
ペ
ー
ジ
(
則
一
記
守
貨
幣
と
景
気
変
動
』
の
訂

正
一
訳
)

ブ
ル
ク
ス

E

エ
メ
ニ
イ
、
軍
需
資
源
論
、
河
出
番
一
一
房
、
昭
和
一
四
年

(
一
九
三
九
)
二
一
ニ
四
ペ
ー
ジ
(
回
何
回
0
3
J
巳
言
己

E
P
3
3『

同
a
s
』
F
a
z
E
-
』
己
記
弘
司
♂
、
』
這

aznaa
言

、

E
2
2邑

豆
、
男
出
2
J
E号
、
】
由
ω叶
)

オ
イ
ゲ

γ
・
フ
ォ
ン
ベ
ル
ク
マ
ン
、
国
民
経
済
学
的
恐
慌
学
説
史
論

(
一
一
一
谷
友
吉
共
訳
)
(
抄
訳
〉
、
高
陽
書
院
、
昭
和
一
六
年
(
一
九

四
一
)
四
九
六
ペ
ー
ジ
(
何
〈
四
日
間
己
p
u
p
c
E忌
尽
き
お
昔
、

V
F
S
E
E
N
O
E
苦
言
芯
与
E
同
3
E
S早
2
3
R
F
∞E
芹
回
目
件
、
呂
田
町
)

盛
時
稔
教
授
著
作
目
輯

論

文

昭
和
四
年
二
九
一
一
九
年
)

日
目
。
印

Z
E
R
O切
の
相
関
に
就
て
|
|
経
済
的
時
系
列
事
象
の
度
数

分
布
曲
線
に
就
て
の
研
究
の
序
説

l
l、
「
山
口
商
学
雑
誌
』
第
四

回
写

銀
行
信
用
の
資
本
集
中
媒
介
に
就
て
、
「
山
口
商
学
雑
誌
』
第
五
号

景
気
循
環
理
論
の
主
観
価
値
法
則
的
基
礎
付
け
の
研
究
(
上
・
下
)
|
|

出
C
E
Z
P
E
の
恐
慌
理
論
の
断
片

l
l、
『
商
業
及
経
済
研
究
」

第
五
五

t
五
六
冊

昭
和
五
年
二
九
三
O
年
)

好
景
気
化
政
策
と
し
て
の
産
業
合
理
化
に
関
す
る
一
考
察
、
「
商
業
及

経
済
研
究
』
第
五
七
冊

景
気
循
環
指
数
作
成
の
一
方
法
、
『
経
済
時
報
』
第
一
巻
一
一
一
号

景
気
循
環
に
関
す
る
ヴ
ィ
グ
セ
ル
の
貨
幣
市
場
主
義
(
上
中
下
〕
、

『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
三
九
五

t
三
九
七
号

釘
景
気
化
と
高
賃
銀
政
策
、
『
経
法
時
報
」
第
二
巻
八
号

景
気
現
象
の
統
計
的
研
究
方
法
の
発
展
、
大
阪
商
科
大
学
創
立
五

O
周

年
記
念
論
文
集

昭
和
六
年
二
九
三
一
年
)

動
的
生
産
均
衡
式
の
誘
導
に
関
す
る
一
考
察
、
『
商
楽
及
経
済
研
究
』
第

五
九
冊

第
九
十
四
巻

第
孟
号

凹

V司

七



豊
崎
稔
教
授
著
作
日
銀

景
気
強
伯
と
金
融
資
本
の
政
策
、
「
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
出

O
七
号

独
占
捌
の
企
業
経
営
と
恐
慌
予
見
|
|
動
的
企
業
経
営
論
の
一
片
1
1
1、

『
企
業
経
営
』
第
五
巻
二
号

ド
イ
ツ
恐
慌
と
ド
イ
ツ
銀
行
制
度

l
lド
イ
ツ
金
融
恐
慌
の
一
教
訓

ー
ー
、
「
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
四
一
ひ
号

景
気
予
測
と
経
済
体
制
、
「
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
四
一
一
号

個
々
の
経
済
領
域
の
景
気
予
鬼
法
、
「
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
四
一
一
一

号
景
気
政
策
と
し
て
の
金
輸
出
禁
止
政
策
、
『
経
済
時
報
』
第
一
二
巻
九
号

昭
和
七
年
二
丸
=
三
年
〕

景
気
予
測
に
於
け
る
統
計
的
解
析
法
、
『
山
口
商
学
雑
誌
』
第
一

O
骨

長
期
的
景
気
波
動
説
の
一
考
察
、
『
経
済
時
報
」
第
三
巻
二
号

市
場
観
察
法
の
原
理
、
「
企
業
経
営
』
第
八
巻
二
号

大
戦
後
の
景
気
変
動
と
統
計
的
予
見
万
式
、
「
経
済
時
報
』
第
四
巻
一

ロヴ

最
近
の
ド
イ
ツ
金
融
機
関
と
金
融
市
場
と
の
構
成
、
ヱ
人
阪
銀
行
通
信

録
」
第
四
-
七
号

計
両
経
済
と
経
済
不
況
、
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
四
一
八
号

茸
統
的
版
同
町
停
滞
と
資
本
形
成
、
『
経
済
時
報
」
第
阿
巻
五
号

衰
預
的
発
展
に
於
け
る
灯
景
気
の
機
構
、
『
経
済
時
報
』
第
四
巻
九
号

独
占
期
の
景
気
転
換
と
最
気
進
行
、
『
大
阪
銀
行
通
信
銀
』
第
四
一
四

R
己マ

第
九
十
四
世

四

ハ、

第
五
号

四

昭
和
八
年
〈
一
九
三
三
年
)

独
占
期
の
景
気
変
動
と
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ョ
ン
、
「
大
阪
銀
行
通
信
録
」

第
四
二
六
号

世
界
恐
慌
の
進
行
と
資
本
家
的
循
環
、
『
自
由
通
商
』
第
六
巻
四
号

当
来
貨
幣
制
度
と
経
済
安
定
、
『
大
阪
銀
行
通
信
銀
』
第
四
三
人
号

世
界
恐
慌
と
経
済
会
議
、
『
自
由
通
商
』
第
六
巻
七
号

「
管
理
」
金
本
位
と
金
融
景
気
(
上
・
下
三
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
第
一

一
年
一
四

t
一
五
号

世
界
恐
慌
打
開
策
と
し
て
の
資
本
減
価
、
『
経
営
研
究
』
第
一
巻
二
号

増
税
と
景
気
転
換
、
『
経
済
在
来
』
第
八
巻
一
一
号

統
計
的
景
気
分
析
と
経
済
的
正
常
均
衡
、
『
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究

所
年
報
』
第
凶
号

財
政
圧
迫
と
資
本
形
成
、
寸
自
酌
通
商
』
第
六
巻
一
二
号

信
用
政
策
と
景
気
煽
揚
、
寸
経
済
時
報
』
第
五
巻
九
号

昭
和
九
年
(
一
九
三
四
年
〉

現
段
階
の
資
本
蓄
積
と
そ
の
版
行
性
、
『
経
済
往
来
』
第
九
巻
立
号

レ
ェ
プ
ケ
の
二
次
恐
慌
論
、
『
経
済
時
報
』
第
六
巻
三
号

独
占
制
下
の
財
政
と
景
気
変
動
(
上
-
中
・
下
〕
、
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

第
一
二
年
二
一

t
一
四
号

現
段
階
の
生
産
過
剰
問
題
、
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
四
四
四
号

金
融
緩
慢
の
現
段
階
的
性
質
、
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
四
四
七
号

昭
和
一

O
年
(
一
九
三
王
年
)



独
占
資
本
制
下
の
景
気
研
究
法
、
「
山
口
商
学
雑
誌
』
第
一
六
号

各
国
貿
易
政
策
、
と
世
界
貿
易
景
気
、
『
自
由
通
商
』
第
八
巻
三
号

世
界
経
済
と
卦
閏
景
気
政
策
、
『
経
済
時
報
』
第
六
巻
一
一
一
号

ト
レ
ン
ド
の
測
定
に
就
て
、
「
日
本
統
計
学
会
年
報
」
第
四
冊

米
価
の
季
節
変
動
、
『
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
所
年
報
』
第
七
号

ハ
イ
L

ク
の
中
立
貨
幣
論
、
『
銀
行
研
究
』
第
二
九
巻
四
号

昭
和
一
一
年
二
九
三
六
年
U

産
業
資
本
制
と
貨
幣
景
気
論
、
町
経
済
時
報
』
第
八
巻
二
号

景
気
的
物
価
と
貨
幣
操
作
的
物
価

!
l長
気
徴
候
論
へ
の
一
寄
与
1
1」

『
銀
行
研
究
』
第
三
一
巻
二
号

昭
和
一
=
年
(
一
九
三
七
年
)

物
価
政
策
論
対
立
の
根
拠
、
『
銀
行
研
究
』
第
三
二
巻
三
号

物
価
対
策
の
軌
跡
、
『
ダ
イ
ヤ
モ
シ
ド
』
第
二
丘
巻
一
五
号

景
気
理
論
と
信
用
理
論
と
の
交
渉
|
|
信
用
の
資
本
家
的
理
論
に
就
て

の
一
つ
の
批
判
|
|
、
『
経
済
学
』
(
東
北
大
研
究
年
報
)
六

独
上
口
資
本
制
と
恐
慌
周
期
(
上
・
下
)
、
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
第
一
五
年

一
九

I
二

O
号

車
戦
時
型
財
政
と
資
本
蓄
積
過
程
、
『
経
済
時
報
』
第
八
巻
一
一
号

ナ
イ
ヒ
ル
と
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
ク
|
|
再
生
産
と
外
国
市
場
の
必
然
性

を
中
心
と
す
る
論
争
批
判

i
!、
『
経
済
学
雑
誌
』
第
一
巻
九
号

ド
イ
ツ
に
於
け
る
繊
維
原
料
問
題
、
『
綿
美
時
報
』
第
五
巻
一
一
一
号

昭
和
一
三
年
(
一
九
三
八
年
)

長
崎
稔
教
授
著
作
日
銀

戦
時
経
済
下
の
労
働
者
層
、
『
礼
会
事
業
研
究
』
第
二
六
巻
一
号

戦
時
計
画
経
済
と
そ
の
根
本
問
題
、
『
外
交
時
報
』
第
八
六
巻
三
号

農
村
機
械
器
且
工
業
と
農
家
経
済
(
河
田
嗣
郎
共
著
)
、
日
木
学
術
振

興
会
第
一
ご
小
委
員
会
編
「
時
局
と
農
村
」
第
一
冊

高
田
保
馬
「
利
子
論
」
昭
和
二
一
年
一
一
書
評
)
、
『
経
済
学
雑
誌
』
第
二

巻
六
号

物
仙
騰
貴
と
中
・
小
機
械
器
具
工
業
、
『
社
会
政
策
昨
報
』
第
一
一
一
四
号

戦
時
下
の
価
格
機
構
と
そ
の
対
策
の
進
展
、
「
銀
行
研
究
』
第
三
五
巻

四
口
守

事
変
下
の
我
産
業
と
そ
の
機
構
、
『
外
交
時
報
』
第
八
八
巻
二
号

日
本
産
業
改
組
編
、
『
科
学
主
義
工
業
』
第
二
巻
五
号

昭
和
一
四
年
(
一
九
三
九
年
)

我
同
鉄
鋼
業
の
発
達
と
そ
の
底
流
!
|
世
界
恐
慌
後
の
伏
勢
を
中
心
と

し
て
1
1
1
、
『
経
済
学
雑
誌
L

第
阿
巻
三
号

財
政
と
国
民
経
済
、
『
財
政
』
第
四
巻
三
号

支
那
農
村
の
封
建
制
と
西
欧
資
本
、
『
外
交
時
報
』
第
九
O
巻
二
号

日
本
労
働
力
の
組
成
と
再
生
産
、
『
科
学
主
義
工
業
』
第
二
巻
一
一
号

伯
林
景
気
研
究
所
の
景
気
研
究
法
、
『
目
本
統
計
学
会
年
報
』
第
八
年

物
価
統
制
と
需
給
調
整
問
題
、
「
商
で
経
済
』
第
七
巻
六
号

農
業
近
代
化
論
、
『
ユ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
第
一
七
年
一
七
号

戦
時
再
生
産
過
程
と
物
価
政
策
、
「
銀
行
研
究
」
第
三
七
巻
一
号

理
論
経
済
学
に
関
す
る
四
文
献
1
1
1
中
山
伊
知
郎
「
均
衡
理
論
と
資
本

第
九
十
四
巻

四

九

F司

第
五
号



豊
一
崎
稔
救
援
著
作
目
録

理
論
」
昭
和
一
ニ
年
、
武
村
忠
雄
「
統
制
経
済
と
景
気
変
動
」
昭
和

一
三
年
、
中
山
伊
知
郎
「
発
展
品
程
の
均
衡
分
析
」
昭
和
一
四
年
、

杉
本
栄
一
「
理
論
経
済
学
の
根
本
問
題
L

昭
和
一
四
年
|
|
(
書
評
)
、

「
経
済
学
雑
誌
』
第
五
巻
三
号

金
属
工
業
調
査
|
|
事
変
下
の
金
属
加
工
業
の
業
態
i
l
、
〔
経
済
学

雑
誌
」
第
五
巻
三
思

昭
和
一
五
年
二
九
四
O
年
)

我
国
機
械
ゴ
業
の
将
来
l
l
嗣
内
市
場
を
中
心
と
し
て
見
た
る
i
l
、

『
工
業
組
合
ι
第
三
巻
二
号

日
本
機
械
器
具
工
業
の
技
術
的
発
達
、
「
経
済
学
雑
誌
』
第
六
巻
四
号

我
国
民
経
済
の
技
術
的
制
成
、
「
改
造
」
第
二
三
巻
五
号

昭
和
一
六
年
へ
一
九
四
一
年
)

満
洲
鉱
業
製
鉄
業
の
発
達
性
、
『
経
済
学
雑
誌
』
第
八
巻
二
号

我
国
工
作
機
械
工
業
の
停
止
産
技
術
、
大
阪
商
科
大
学
創
京
六

O
問
季
一
記

念
論
文
集

金
物
工
業
の
転
形
段
階
l
|
統
・
金
属
工
業
調
査
1
l
、
「
経
済
学
雑

誌
」
第
九
巻
二
号

昭
和
一
七
年
二
九
四
=
年
)

農
業
に
お
け
る
技
術
と
経
済
、
河
田
嗣
郎
編
「
農
業
新
機
構
研
究
」

経
済
表
分
析
上
の
若
干
問
題
、
可
経
済
学
雑
誌
』
第
一

O
巻
四
号

国
防
経
荷
学
の
一
節
、
円
理
想
」
第
二
二
一
号

生
産
力
理
論
の
現
段
階
的
課
題
、
マ
統
制
経
済
し
第
四
巻
五
号

第
九
十
四
巻

第
五
号

四
回

四

δ 

経
済
政
錐
の
歴
史
的
変
遷
と
そ
日
現
段
階
的
特
質
(
上
-
下
)
、
『
外
交

同
報
』
第
一

O
二
巻
五

t
六
号

高
度
工
業
国
の
確
立
と
そ
の
様
式
、
「
日
本
評
論
』
第
一
七
巻
七
号

我
国
電
気
生
産
の
発
達
過
程
(
上
下
)
(
近
藤
元
吉
共
著
)
、
『
社
会

政
策
時
報
」
第
二
六
二

f
二
六
一
一
一
号

所
得
の
国
民
経
済
的
測
定
、
『
経
済
学
雑
誌
n
第
一
巻
六
号
(
河
田

前
学
長
追
悼
論
文
集
)

昭
和
一
八
年
二
九
四
三
年
〕

同
氏
所
得
統
計
法
に
就
て
、

k
田
貞
次
郎
博
士
一
記
念
論
文
集
第
二
巻

「
経
済
の
廉
史
と
理
論
」

国
民
経
済
学
の
課
題
と
方
法
、
寸
東
洋
経
済
新
報
」
第
二

O
六
七
号

ア
メ
リ
カ
の
機
械
工
業
、
『
同
盟
世
界
週
報
』
第
二
回
巻
二
一
号

国
民
所
得
の
測
定
払
、
『
経
済
学
雑
誌
」
第
一
三
巻
六
号

農
村
下
請
工
業
、
藤
田
敬
三
嗣

i

下
請
制
工
業
」
(
日
本
学
術
振
興
会

第
二
三
小
委
員
会
報
告
「
時
局
と
中
小
工
業
」
六
)

昭
和
一
九
年
(
一
九
四
四
年
)

工
業
体
制
の
諸
問
題
、
神
戸
商
科
大
学
新
聞
部
制
「
経
済
及
経
済
学
の

再
出
発
」

国
民
所
得
の
現
段
階
的
測
定
法
、
「
H
本
統
計
学
会
年
報
』
第
一
一
一
年

昭
和
一
=
年
二
九
四
六
年
)

日
本
経
済
表
と
国
際
貿
易
、

昭
和
ニ
ニ
年
(
一
九
四
七
年
)

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
第
二
四
年
一
四
号



俗
流
イ
ン
フ
レ
論
の
培
」
士
、
「
改
造
』
第
二
八
巻
一
号

日
本
資
本
主
義
の
二
つ
の
道
、
『
世
昇
評
論
』
第
二
巻
一
号

イ
ン
フ
レ
と
安
定
貨
幣
、
寸
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
第
二
五
年
八
号

日
本
資
本
主
義
生
時
H

本
町
一
主
体
的
性
格
、
寸
時
一
許
』
第
一
一
巻
一
二
号

産
業
再
建
と
経
宵
計
画
、
関
西
経
済
連
合
会
編
「
経
済
再
建
の
諸
問
題
」

肥
料
工
業
国
営
論
、
『
農
政
評
論
』
第
一
巻
一
号

日
本
経
済
の
危
機
と
中
小
工
業
、
『
中
小
工
業
』
第
一
巻
一
号

昭
和
二
三
年
(
一
九
四
八
年
〕

労
働
の
生
産
力
と
企
業
の
収
益
力
、
「
改
造
』
第
一
一
九
巻
一
号

社
会
化
過
程
と
中
小
工
業
、
『
世
論
と
経
済
』
第
三
巻
三
号

労
働
力
労
働
者
層
と
資
本
主
義
方
式
、
『
経
済
評
論
』
第
一
一
一
巻
主
号

日
本
資
本
主
義
と
労
働
組
合
の
型
、
「
労
働
問
題
研
究
』
第
一
九
号

外
資
導
入
と
イ
ン
フ
レ
シ
ョ
ン
|
|
経
済
再
建
論
の
検
討
|
|
、

「
朴
会
』
第
三
巻
五
号

紡
績
閣
営
論
、
『
L

コ
ノ
ミ
ス
ト
』
第
二
六
年
一
五
号

外
資
の
中
小
工
業
、
「
大
学
』
第
六
号

生
産
力
と
資
本
主
義
、
「
経
済
学
研
究
』
(
創
一
五
社
)
第
二
号

イ
ン
ア
レ

l
シ
ョ

y
と
安
定
恐
慌
、
「
経
済
思
潮
』
第
九
号

日
本
資
本
主
義
の
斑
段
階
、
『
時
論
』
第
三
巻
一

O
号

国
民
所
得
の
測
定

ι就
て
ハ
上
)
、
『
経
済
論
叢
』
第
六
二
巻
五
号
、

昭
和
=
四
年
(
一
九
四
九
年
)

農
村
経
済
の
将
来
、
「
良
民
』
第
四
巻
一
号

豊
崎
砥
教
授
著
作
目
蝿

中
小
企
業
の
存
在
価
値
、
『
技
術
と
経
営
』
第
三
巻
三
号

日
本
産
業
と
世
界
経
済
、
『
時
論
』
第
四
巻
八
号

経
済
政
策
学
の
立
場
、
谷
口
知
平
絹
「
法
と
経
済
の
基
本
問
題
恒
藤

噂
土
遺
腔
記
念
|
」

日
本
経
済
の
地
位
、
「
技
術
と
経
営
』
第
三
巻
一
一
号

資
産
再
評
価
と
日
本
経
済
、
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
第
二
七
年
一
三
二
号

昭
和
二
宜
年
二
九
五
O
年
)

株
価
と
物
価
と
金
利
、
『
日
日
経
済
』
第
二
巻
三
号

工
業
政
策
、
東
京
商
科
大
学
一
橋
新
聞
部
編
「
経
済
学
研
究
の
某
(
経

済
政
策
篇
〕
」

賃
金
と
物
価
ー
ー
は
し
が
き
的
考
察
l
i
、
『
労
働
評
論
』
第
五
巻
正
号

且
立
経
済
と
産
業
構
造
、
寸
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
第
一
一
八
年
一
五
号

世
界
資
本
の
経
済
政
策
と
円
本
経
済
、
「
尚
工
経
済
』
第
三
巻
十
ハ
号

日
木
産
業
構
造
論
、
『
経
済
人
』
第
四
巻
八
号

司
木
産
業
構
造
の
変
革
過
程
、
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
(
特
別
号
)

資
本
主
義
経
習
計
画
、
現
代
社
会
思
想
講
座
第
四
巻
「
資
本
主
義
と
社

会
主
義
」

日
本
経
済
の
自
立
体
制
確
立
の
前
途
i
|
世
界
経
済
の
準
戦
時
体
制
下

に
お
い
て
見
た
町
1
l、
「
労
働
問
題
研
究
」
第
四
七
号

昭
和
二
六
年
二
九
五
一
年
〉

一
九
五
一
年
の
日
本
経
済
、
叶
商
工
経
済
』
第
四
巻
一
号

ド
ザ
ジ
声
明
と
日
本
経
済
、
-
輸
出
綿
糸
布
月
報
』
第
二
巻
一
号

第
九
十
四
巷

第
五
号

四
五

F可



豊
崎
稔
教
授
著
作
日
韓

世
界
危
機
と
日
本
経
済
1
|
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
運
命
1
|
、
「
改

造
し
ー
第
三
二
巻
一
-
一
号

日
本
産
業
構
造
の
「
現
実
」
と
「
矛
盾
」
、
『
経
済
評
論
』
第
六
巻
二
号

経
済
自
立
と
貿
易
問
題
、
『
月
刊
貿
易
』
第
一
巻
一
号

朝
鮮
休
戦
〉
一
新
経
済
政
策
、
「
同
盟
時
報
』
第
一

C
三
号

朝
鮮
停
戦
〉
一
日
本
経
済
、
『
商
工
経
済
」
第
四
巻
八
号

日
本
産
業
の
実
態
l
i
軍
事
需
要
に
基
づ
く
矛
盾
1
l
、
『
労
働
経
済

旬
報
』
第
五
巻
↑
四
三
号

昭
和
ニ
七
年
(
一
九
五
ニ
年
)

対
中
ソ
貿
易
仕
何
と
か
で
き
な
い
か
、
『
中
央
公
論
』
第
六
七
巻
人
号

昭
和
二
八
年
(
一
九
五
三
年
)

経
済
政
策
、
岸
本
誠
二
郎
他
縦
「
経
済
学
い
か
に
学
ぶ
べ
き
か
ハ
特
殊

問
題
篇
〕
」

景
気
変
動
論
、
岸
本
誠
二
郎
他
編
「
蔽
祷
学
い
か
に
学
ぶ
べ
き
か
(
特

殊
問
題
篇
)
」

西
ド
イ
ツ
産
業
の
復
興
と
労
使
関
係
、
「
月
刊
労
働
』
第
五
一
号

経
研
再
建
と
長
期
経
済
政
策
、
『
東
洋
経
済
新
報
』
第
二
五
七
六
号

毘
気
観
測
は
如
何
に
発
展
し
た
か
1
|
前
提
の
経
済
理
論
に
は
ま
だ
間

題
が
あ
る
i
|
、
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
第
三
一
年
別
冊

昭
和
二
九
年
三
九
五
四
年
)

日
本
独
占
資
本
主
義
の
戦
後
過
程
(
そ
の
一
一
〕
、
日
本
資
本
主
義
講
座

!
戦
後
目
本
の
政
治
と
経
済
1
第
六
巻
「
経
済
危
機
の
様
化
と
恐
慌
」

第
九
十
四
巻

館
五
号

一
回
大

四

昭
和
三
O
年
二
九
五
五
年
)

独
占
に
つ
い
て
、
中
山
伊
知
郎
他
編
「
現
代
経
済
学
入
門
(
上
〕
」
(
向

出
新
書
六
一
二
)
(
第
二
刷
)

昭
和
三
一
年
(
戸
九
亙
六
年
〕

経
済
学
・
経
済
政
策
学
研
究
推
進
の
た
め
に
、
『
経
済
評
論
」
第
五
巻

四
号

工
商
都
市
町
経
済
と
政
治
、
『
都
市
問
題
研
究
』
第
八
巻
五
号

経
済
政
策
学
の
理
論
的
性
格
、
『
経
済
論
叢
』
第
七
七
巻
六
号

古
典
学
派
経
済
学
者
の
研
究
方
法
、
期
経
夫
博
士
還
麿
論
文
集
刊
行
会

編
「
古
央
派
経
済
学
の
研
究
」

安
定
と
進
歩
の
測
定
点
法
、
『
エ
コ
ノ
ミ
ス

t
』
第
三
問
年
四
五
号

昭
和
三
二
年
二
九
五
七
年
)

経
済
政
策
学
の
方
法
論
、
「
経
済
論
叢
」
第
七
九
巻
一
号

日
本
資
本
主
義
的
構
造
(
)
|
|
安
定
梼
造
分
析
上
の
問
題
点
i
|
、

「
経
済
評
論
』
第
六
巻
二
号

昭
和
三
三
年
二
九
亙
八
年
U

ア
メ
リ
カ
資
木
主
義
に
つ
い
て
l
l
編
集
者
へ
の
千
紙
l
|
、
「
経
済

評
論
』
第
七
巻
三
号

経
諦
政
策
論
の
性
格
お
よ
び
方
法
に
つ
い
て
ー
日
本
経
済
政
策
学
会
制

経
済
政
策
の
対
象
と
方
法
」
(
日
本
経
済
政
策
学
会
年
報
六
〉

不
況
の
中
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
1
i
l
一
二
一
O
人
の
「
旦
コ
ノ
ミ
ス
}
」
と

の
対
談
l
l
、
「
絞
済
評
論
』
第
七
巻
七
号



ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
去
本
動
向
|
|
今
次
不
況
過
程
を
通
じ
て
み
た

一
考
察

|
1
『
経
宵
霊
巴
第
七
巻
九
号

現
在
の
不
況
を
解
明
す
る

l
l過
剰
設
備
と
投
資
効
果
を
め
ぐ
っ
て

|
|
(
都
留
重
人
、
吉
田
義
一
ニ
、

v
y
ポ
ジ
ウ
ム
〉
、
『
経
済
評
論
』

第
七
巻
一
一
号

戦
後
産
業
循
環
と
恐
慌
、
有
沢
広
巳
他
編
「
現
代
資
本
主
義
講
座
」
第

一
巻

独
占
資
本
の
構
造
、
有
沢
広
巳
他
編
「
現
代
資
本
主
義
講
座
」
第
三
巻

昭
和
三
四
年
(
一
九
五
九
年
〉

「
現
代
資
本
主
義
」
諭
の
必
要
、
京
都
大
学
経
済
学
部
「
京
都
大
学
経

済
学
部
創
立
四

O
周
年
記
念
『
経
済
学
論
集
」
」

ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
け
る
技
術
革
新
、
日
本
生
産
性
本
部
編
「
ア
メ
り

カ
の
経
済
新
し
い
発
展
と
そ
の
構
造
(
ア
メ
リ
カ
経
世
調
査
専
門

視
察
団
報
告
書
)

L

日
本
に
お
け
る
独
占
資
本
の
社
会
的
性
格
、
『
経
済
評
論
』
第
八
巻
八

号

昭
和
三
五
年
二
九
六
O
年
)

日
本
の
経
済
政
策
と
自
由
化
、
『
経
済
セ
ミ
ナ
ー
』
第
四
一
一
一
号

現
代
資
本
主
義
と
国
家
、
福
井
孝
治
教
援
還
暦
記
念
論
文
集
「
社
会
経

済
学
の
展
開
」

軍
縮
の
経
済
的
可
能
性
と
現
実
也
、
『
世
界
』
第
一
七
四
号

冷
戦
の
拡
大
か
軍
縮
へ
の
移
行
か
|
|
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
場
合

1
l、

豊
耐
町
稔
教
授
盃
存
自
揖

寸
経
済
評
論
』
第
九
巻
九
号

個
別
独
占
産
業
の
様
相
、
有
択
広
巳
他
編
「
経
済
主
体
性
講
座
第
二
巻

経
済
二
」

戦
後
景
気
循
環
の
特
徴
、
「
世
界
経
済
詐
論
』
第
四
巻
ご
号

昭
和
三
六
年
(
一
九
六
一
年
)

現
代
資
本
主
義
論
へ
の
一
つ
の
提
示
、
『
経
済
セ
ミ
ナ
』
第
五
七
号

現
代
資
本
主
義
と
労
賃
・
所
得
分
配
の
法
則
|
|
現
代
資
本
主
義
解
明

へ
の
一
試
一
論
|
|
、
『
目
労
協
雑
誌
』
第
一
一
九
号

巨
大
企
業
の
独
占
的
構
造
、
『
経
世
評
論
」
第
一

O
巻
二
一
一
号

転
換
期
の
日
本
経
済
と
そ
の
政
策
、
「
経
済
セ
ミ
ナ
ー
』
第
六
五
号

昭
和
三
七
年
二
九
六
ニ
年
)

戦
後
資
木
主
義
経
済
の
成
長
と
不
安
定
性
、
『
世
界
経
済
評
論
』
第
穴

巻
二
号

経
済
構
造
ー
と
智
使
関
係
|
|
現
代
資
本
主
義
研
究
の
一
寄
与
|
|
、
『
日

労
協
雑
誌
」
第
三
八
号

昭
和
三
八
年
(
一
九
六
三
年
U

景
気
後
退
の
件
格
、
『
経
済
評
論
』
第
一
三
巻
二
号

日
本
の
淳
業
構
造
と
企
業
の
課
題
、
『
世
界
経
済
評
論
』
第
七
巻
七
号

昭
和
三
九
年
二
・
九
六
年
四
)

ハ
イ
エ
ク
の
景
気
変
動
論
、
『
世
界
経
済
』
第
一
九
巻
四
号

円
。
ロ
宮
目
宮

H
R可
円
高
昆
弘

E
E
E仏
F
W君
。
崎
君
品
。
日
E
H
2
0目。

第
九
十
四
巻

四

第
主
号

四
七



豊
崎
稔
韓
援
著
作
目
録

円
。
ロ
件
。
目

3
2
4
ロ
右
足
己
国
日
、
当
官
同
い
て
。
E
5
2言
き
守
同
E
i

空
E
s
h
同
E
Z
F
J
H
a
∞M
-

出
O

M

辞

典

岩
波
書
庖

経
済
学
辞
典
、
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
所
編

ー
七
年
(
一
九
三

O
I一一一一一)

限
界
効
用
。
限
界
対
偶
。
レ
キ
シ
ス
(
ワ
イ
ル
ヘ
ル
ム
ゴ

同
追
補
、
昭
和
一
一
年
(
一
九
三
六
)

貨
幣
的
景
気
学
説
。
グ
ラ
ァ
。
景
気
変
動
統
計
。
厚
生
指
数
。
長
期

的
景
気
波
動
u

経
済
学
小
辞
典
(
編
集
)
、
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編

山
昭
和
二
六
年
(
一
九
五
一
)

恐
慌
H
景
気
学
説
。
経
済
政
策
。

統
計
学
辞
典
、
中
山
伊
知
郎
編
束
洋
経
済
新
端
社

(
一
九
五
三

景
気
指
数
。

経
済
学
大
辞
典
(
編
集
)
、
中
山
伊
知
郎
他
編

昭
和
五

岩
波
書

昭
和
二
ー
ハ
年

東
洋
経
済
新
報
社

第
九
十
日
程

第
宜
号

I"l 
八

ドH

p'l 

昭
和
二
一

O
年
(
一
九
五
五
)

企
業
集
中
(
中
西
健
一
共
筆
)
句
構
造
変
動
(
河
上
)
。

工
業
大
辞
典
(
編
集
)
、
平
凡
社
昭
和
三
四

t
一
二
七
年
(
一
九
五
九

I

そ
の
他

捻
教
綬
運
胎
記
念
事
業
委
員
会
制
「
現
代
資
本
主
義
の
研
究

l
i豊
崎
稔
教
長
選
府
記
念
論
文
集

l
i」
、
日
本
評
論
新
社

昭
和
三
七
年
三
九
六
二
)
二
八
六
べ

l
ジ

豊
U時

(
あ
と
が
き
)
辞
典
の
部
は
冗
種
類
の
辞
典
に
執
筆
の
も
の

に
限
っ
た
。
新
聞
収
録
諭
ヤ
人
ば
者
崎
し
た
c

な
お
、
著
作
目

品
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
「
豊
崎
稔
教
授
置
暦
記
念
論
文
集
」

(
昭
和
三
じ
年
〉
の
「
誠
拝
目
録
L

壱
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
京
都
大
学
経
済
学
部
調
査
資
料
室
細
川
一
克
雄
氏
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
お
礼
申
し
あ
げ
る
。

〔
木
康
正
雄
)


